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　　　　　　有機合成化学の展望　　61坐帯匡北　条　寄　正
　近イ1数多くのノー∨い受パ右を出しU．S．におりる祈興大　　　ているわりてす。近年このメカニズムは次第に明らかになっ

学として如ωγの111い人♪；∫を凌駕しているカルホルニャ大学　　てさ菰したoその主役は核酸であり，これには色々の種頚が

の学トは従＞1＼コーロノ☆の人学は胆界の入守の槙範であった　　あります。核酸1口位と酵素を一先胴戎のアミノ酸混合物に

か，今輔姐ll摺うべき人学は無くなった・これからけわ　力ll焔と何屯，何百屯の蛋頗の合成が可能になるわ｝〕てす
が刊のノ（と7か口堺の｝炎範とならねばならない。彼はさらに20　　さらに粘了中の追伝子は核柳｝1にきざみこよれた指令を鋳型

lll紀の前こrは物］【ll学のll5代てあったが，これからはノヒ物学巴　　己してメソセンジャーRNAに複写され，こ石が蛋白質合成

創己芸術か中心とノ了るだろう。さらにこの生物学を巾心にし　　の場であるリボゾパムでアミノ酸配列を規定するものと云わ

㌔・医学，農学かIlj検討されるべきであるとのべている。　　　れています。こういった劃llらしい方法こそ私は将来の合成

　人1衛8の川呪，月への軟茄陸の成功笠々万1学1支術の避止　　　化学の一つの行くべさ道ト輻はないかと思いd、す。

け限りなく紘いて行き何れは人間の力で解決｝ll朱ないものけ　　　　近年θ）科学は益々細分化されて行くイ旧向にあります。これ

力い｝Vに思われ勝てある。すなわち今後の科学研究において　　　Uある，口味で当然であり3、すoしかしそのため企休の姿を忘

け牧学，物班㌧化学増をやっていれば十分であ馴浪に思われ　　れていたのては自分しは正しい力向をやっている積りでも全

るのに，この学Lの発看は惹外に感じられます。　　　　｛　　　く異なったことを無駄にやっているにすぎません。現在の申

　今日の工又の発展は例えぱ電子工楽においレCも半専休やノ目　　牛，筒校よりもはるかに劣った設備，材）自を用いて100年近

別の相：質をしめす物質およびそれらを使用出来る他の刷llの　　くも前にやられた失験結果より浪かれた原理は今日まで絶対

川硯によるものてあり，原子力利用においても核物質の製礼　　正しいものとして生きており，1940年頃d：では無機化学者が

にイオン交換樹脂，その他新しい材判や力法が見出されたか　　イ了機をやり有機化学者が無機の報告をどしどし山して，しか

らであります。この尿に新しい化合物の合成，分納，㌃それぞ　　も正しい’r蜥を下してい翻。今Bの華々しい工業をみてそ

れの関連部門の急速な進展に直接つながるわ｝うでp理諭而卜c　　れを専攻しているから白分も立派である様に思ったりする様

如何にすすんてもそれを具体化出）kる物質が工驚的ll1位て郷　　，ζcことがあったらとんでもない心え迫いと思います。

追されないと父現されないわ｝」～℃ありヨ〔す。　　　　　　　　　自然不1学ももともとは哲学の一・部より発展してきたものです

　ここて将来の合成化学は佃うなるかを考えてみ］、す。果し　　　Peter　Riebは「化学は物班の不純な部分」Hans　Landolt

て新物質が容易に見出さ九るでし」、うか？　重合とか放射線　　は「物理学者はすぐれた力刀ミでくだらない物質を取扱うもの

利用といった祈しい力江てのみ作られるものは別として今n　　化学古はくだらない方法てすぐれた物質を坂扱うもの，物理

知られている大部分の化合物（重合用原料も含めて）は1800　　化学者っていうのはくだらん方法でくだらない物質を扱おう

年代，1900年代の初期に見出され，性質許も十分判っていた　　とするやつらだよ」これらは面白い表現と思いました。X線

のてす。硯在華々しくみえる化合物も殆んどが数十～百年も　　分析，赤外スペクトル，マススペクトル，NMR，　ESR等

淀から合成されよく知られているのであることは惹外に思わ　　　々すばらしい方法は何れも物理歴さんに作ってもらいました

れるでしょう。新合成繊維の出現が近年話題になっています　　が，現ギ£使っているのは専ら化学屋です。近年はそのすぐれ

これについては現在ある繊維の改営とそれらの性質を混合さ　　た力法を生物等くだらぬ物質（？）へ応用してくれています

せる様な共重合，グラクト重合等により無数の組み合せ繊組　　　この様に段々その専門の境界がなくなりつつあります。最近

はあるだろうが本質的に新しい合成繊維の出現け悲観的とさ　　の医学，生化学，生物等の報告を見ますとおやおやと思われ

れています。私はもし新しいものが出るとすれば一茄の洋服　　　るものが並んています。物理，化学の専門家にとっても難か

が外気の条件により白動的に変化するものではないかと考え　　　しい分野をどしどしやっています。

ます。例えば寒くなるとパルキーになり，暑くなると反対に　　　　慧一ロソバの大学ではコニ学は学問とは考えなかった様です

しまって多孔性となり，さらにそれに応じて表面の模様や色　　　これがアメリカに工業力で追いぬかれた一囚と反省されてい

彩も変化するものではないでしょうか，こういった事は自然　　　ます。しかしアメリカでは工学も入市だが文科系も含めた綜

界にはごく簡単にやっているのではないでしょうか。　　　　　合学問こそ大事であると考えています。結局両者は行きつく

　さらに一般合成化学において合成の困難なものは沢山あり　　所が同じ様です。さらに大事なことは研究や仕事はその人の

ますが矢張りi蛋白質の合成は最も困難な部類ではないカ・と思　　頭と肉体でやるものではなしにその人の人間性のにじみ出た

います。もち論アミノ酸をでたらめに並べて良いというので　　ものが力作てはないでしょうか，丁度畜楽や絵画の様に，で

はありません。蛋白質はその構成アミノ酸の種類や割合によ　　すから先づ人間を作ることを心掛ける必要があります。

り異なるのは勿論ですが何千，何万というアミノ酸の並びカ　　　　このためには大学で即位をとったから良いというのではな

によっても逮ってきます。ポリスチロール型樹脂の表面に次　　しに常日頃努力をすると共にさらに大事なことは文科系等他

々にアミノ酸を結合させて行く自動ペプチッド合成器という　　の分野を専攻しているカ々と日常接して居ることが必要て，

ものも作られていますが，アミノ酸が10～20と結合して行く　　たとえ刹談の叩にも物事の見方等うるところが多いと思いま

と余り有効とはいえなくなります。その上数9の蛋白質をう　　す。この意味から文科系先生のいなくなった繊組学部の現状

るために純粋なアミノ酸をトン単位て用いないといけないと　　は頁に残念に思っています。日前の成果に心を奪われること

されていますo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なしに50年，100年も生命をもち統ける様などっしりした研

　ところが現欠には吾々の体内ては蛋白質を分解し再び別の　　究をやる様な根性のある人間を作る様に努力すべきだと思い

蛋白質を非常な早さで規則正しくしかも36°Cでやってのり　　ます。　（京信理科高校教員研究会にお｝ナる講演草稿より）
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　　　　　　　　　　　　　　自動制御の概念について

　　　　　　　　・　　　　　　　　信州大学助敗授村　上　 尚

　近年それもごく最近の話にナ声トメーシコンあるいは白動　　御学になる，これの辰も商級なものか’1：日我々の身lh；」：1，・

制御という言葉が，よく出て来るようになった。オートメー　　処，実は人体に存在するのである。たと漏1体温々36℃にlll

ションとはオートマチソク・オペレPションを略化した新造　　つ装置は医学でもうヒ企な解明は現イ1二てもされていないパ，比

語であり・白動制御とはフイードバノ〃を伴う修n三動作を常　　いぜい一11中の誤差は0．5°C位で，これ以」：だと，llll処、）覗

識的に指している。これらは一・般に同一視されるおもむきが　　　常部分があるからで，」血1液巾のPIIの…定，糖分の一LT，

あるが・木質的には全く異るものである。オートメーション　　枚挙にいとまがなくなる。また異物の休内への浸入があれバ

は前にものべたように新造語で，フオード社が自動車製造の　　直ちにその外乱に向つて白頂［球は｝1身動し，あるいはll川1｝して

大量化のために自動化をしたことの一・連を意味しており，学　　平常に早く戻る動作をするてあろう。これらは脳の命令外の

術的な根源はないもので，いわば「1動機械一般のことと解し　　制御㌣の一・例であるが，また丁と脳との組み介わせによる制

てもよいものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御動作も見逃せないものてある。すなわもある目ll勺のたジ）に

　しかし自動制御はオートマチソク・コントロールという二　　　1恨て励f4を検川し丁が命令通り勤さ脳によって・刊断して誤ノf

葉で・171｛1紀にワソトが作った蒸気機関に使用した遠心鋼速　　を修正しつつ口的を完遂する。たとえ｝、£自伽1［の運転；t日的

機に始まり，その後苧術1’内用語として仙用され目堺の学会に　　1血に行くため道を上丁に通るのには眼，ハンドルな握：1，］，

その言葉が顔を出すようになった。この思味は最人の舶長と　　　プレ｛キを踏む足，判肪し命令する脳＾n‘の組み’合わ・Uぐある

して，何時の動作も振り返って正しい動作との誤ノfだけ修rF　　だろう。この囚果凹係の一・部が故1旬した陽’介たとえばアノ1こ1

するいわゆるフィードバノク形式をとるということてある。　　一ルの入った場合けその系にくるいを生じ，II的在㌦違1’ろ

　このことを要訳すれば，九ずあることに原因があれば，そ　　　ことは出来なくなる。我々がよく経験する急性アルコール中
れによって結果が出てくる。その‡lll果によって叉新しい原囚　　↓もて宗ヘロ血く・歩｝〕なくなるのも一・例てあろう。

が出てくる。このことが繰り返されることが我々の日常にお　　　これらの動1り4を機械11［あるいは電気Iltに情きかえてノ＼川な

きる破乱万丈であろう。それが所謂悪循環になる場合もある　　　して行うことこそ日動制御の1「旦髄であZ，が，勿諭こオじは人叉

力㍉これは何か別の袈素てそれを滅哀させる必敦が川てくる　　　なことであり，今の月ロケこノト雪はそθい一例といえる“しい

杵通の場合は入概理性によって白ら原因け減哀させられ日常　　　しこの間のランデブ｛のように1mに相’η接近するこしぱ脱

の平穏にもどるであろう。これらの原因を我々は学術川語て　　イ〔の処，人間の脳や丁を制御’Ψの中に入れてやらなけはllll’1ゴ

外乱と呼び・辻にこての正しいll常生1初ことを；献6赴　ないものてある。
云う。もし外乱が入っても1此ヒ値と余り外れないように修ll：　　　次に人間を機械に置き換える方｝2：を説明しよう。その前に

して早く平常に戻すようにする機構を自動制御機村8と呼んて　　　化学咋てよく使用される恒温槽の温度を丁動で一定にする場

いる。勿論如何に商級な制御学でも猛烈に大きな外乱が入れ　　合に，人閃の波ずる役劇りを考えてみよう。先ず恒温槽の湿

ぱもはやコント・一・咄泌V・ものてあり・これ剖長の　度洲ロ度、1によって示さ」ばい翻㌻，それを眼が検出して，
一つである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次に脳が眼の検出‘菖と目標温度との誤差がいくらである）・を

　そこでフイードバソクの概念であるが，これを口常の”1徒　　　判断する。その誤差によって電気ヒ｛タのスイッチを入れる

して取扱ってみると，先ず我々の自然ll堺の食を考えてみよ　　か切るかを脳が手に命令する。午は脳の忠史な奴隷（牛術語

っ。今ここに植物が成長して生えている，これを我々人間並　　　てサーボと名ト1ける）であるから命令通り動作を行う。これ

びに動物が飢て臓する・その動物同志もお互に拠・合う　を」端間｝こ渉って繰り返せぱ手動の恒温槽がてきる籾てあ
がやがてはその動物達も大地に屍をさらす。勿論動物に食べ　　る。さらに高級にするにはヒータに加える電瓜をスライダノ

られなかった植物も直接屍をさらすわUであるが，やがてそ　　　クで調節すれば，よリスムーズな制御がてさ，熱し過ぎにつ

れら屍は大地で微生物によって分解され植物の栄義源となり　　いては冷凍機を動かして冷せぱ更に広範囲な恒温梗｝に成るで

そこで植物が成長するという順序になる。これを一っの囚果　　あろう。さて人間は困ったことには長吋間同じことに神経を

関係と名付ければ，これがフィ‥ドバノクと考えて差支えな　　すり減らして行う動作には不向であり叉生理現象も伴う。特

いであろう。勿論この囚果関係を結ぶ各要素の相五には細か　　　に男性は思慮に常むためにつるい方法を考え川す癖がめるの

い因界関係てさらに結ばれ・ているものもあろうが，それらけ　　で余計このf／F業には不向になってくる。そこでどうしても機

この論法では重箱のすみ的であるから除外しよう。　　　　　　械に置き換えて神経敦弱にならんとする人間を救わなければ

・㌶翌馴罐蕊竺蕊ご麗撒三灘鵠刻鑑｛㌶誌詰蹴漂
つ因果関係に重要なことが存庄する，それはたとえばいま囚　　次の機械を動作させるための信号にはならない。即ちロボソ

果関係をポソチ絵て表現すれば一つの環線になるが，この環　　　ト人間には電流が食物であり肉類は駄nてあると同じてゐる

線の進行方向を1市坊向に・’1いたとすると・この因果関係は　5芦なことに嘔を蹴に変えるもの胡星々はもっている。す
決して反時言1方向には存在しないものてある。たとえば微生　　　なわちサーミスタと名付けられるものてある。こ九によって

物の分解された栄養源から動物の屍は山来ないし，屍が生き　　温度は電圧に変った，従って現在の水温も日標温度も電圧と

た動物にはならないものてある。すなわち動物とか屍とか栄　　　してとり出せるから，この両者の電圧の差は脳の判断と同じ

養源とかの閃係は不可逆なものてあるだろう。これが苗要な　　であると云える。電圧の差が十側か一側かは日標温度との差

ことで可逆のものはこの学の衷素には存在してはならない。　　を修正するのに熱するか冷やすかを示す。この判断動作はり

これは機械学ても電気学でも肌て・麟のメーターの指釧　レーに伝えてヒータの電流を入描か切るかすればよレ・ねけ
は電流によって流れるが，メータの指剣を子て振っても電流　　て，この場合リレーがり鯵一ボと云えるから千と同じである。

はでてこないものてある。　　　　　　　　　　　　　　　これをより高級にするためにサーボモーヌを使用して誤主の
　そこて，これらの不可逆な要糸を索き合わせると立派な制　　大小によってスライダノクのハンドルを適宜に実わせげよい
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為替のご用は

　　　はやくてたしかな

　　　　　富士をご利用下さい

千曲会へのご送金は，当店宛の振替貯金

ロ座長野3523が一審ご便利です

　　　上田市原町

皆様の㊧富士銀行上田支店

海外に飛躍する

北野建設株式会祉
取締役社長　」ヒ　　野　　次　　登

長野市県町524
東京都申央区銀座1の5北野ピル

大阪市北区堂島浜通り1の25新大阪ピル

松本・高田・ジャカルタ



（4｝ル合．160（昭和31幽F6月18日鋸8簡聾便物促可）千　曲　会　報　　 昭秘1年3月1日

恒例の蹴剛会の艦瞥う噸聯熟ぽ調。。捲石㈱輌鞠P閻㌫

長里㌶4嘉4い．竃騒籔慧姦i霧i灘纏雛i欝；

母袋県議の県政のうらおもてや心意気な　氏が集ま三、て下さって，にわかに下越部　450円のトロリ戸バスに飛～㍍あ憤りの

つ轟罐認㌫糠の‡繋繊㌶竺氏に已豆頁1訓よ畿賢蒜・つ

難繍難灘こまく櫟行言；II旧）欝lll難i羅
教育の方向などについて，学部内外の現　　　　　　　　　　　　（繊維農学科）　　　　　　　　　　　師が頓狂な芸を演ずる

況の詳細な御報告があり，このあと質問　　恒例の繊維艘学科こまくさ会旅行が10　ケープルの登るにつれてもみじ葉の

と活発なる意見の交換を行ない，すべて　月2～3日にわたり行われた。日的地は　　　　　　　　色増し近く白馬岳馳ゆ

承認され総会を終了した。　　　　　　　年来の夢であった八尾根と黒部である。　随道を出でて囲けし絶壁の目前に

　総会後，直ちに竹田先生をかこんでの　参加人員は僅か19名であったが，幸いに　　　　　　　　　孫る後（うしろ）シ∫：山

懇親会に移り，先9田麹．なごやかなうち　も秋師llに恵まれ，前途に愉しき夢を抱　感嘆詞思わず発し次々に県四風景

に杯を大いに酌交し，学生時代の思い出　いて車中の人となった。車内では移りゆ　　　　　　　　カメラにおさむ

仕事のことなど談笑し，また歌に隠芸にく錦秋の景観を左右に眺めなカミら・また自然美に人為の技の調和して
と酒宴は夜のふけるのも忘れて続いた。　ガイドの麗しき唄べ説明を聞きながら，　　　　　　　　照四の秋今盛りなり

最後に次期支会総会の時期と場所を決定　学芒lllにおける平素の沈雛な気分を一掃し　　　　　　’　　　　　　　（小林勝）

の瀬もおしせま。た12月22El，231ヨ戸倉　滅．　工燃ヤ・・　　　　　．　　：“

曇



　　繍41年3月1日　　　千　曲　会　報（昭蜘年6月18日綱郵但狗醐可）砿16。（5）

　　　糸16クラス会だより　　　　　岐阜支会総会記　　　矢川寛一（蚕29）岩寸医科大学亨蝦
　「今日は1防て庁くて放て有くんだ」　　昭和41イト度午田1会岐阜支公は，岐阜巾　小林　利弘（蚕　35）昭栄製糸一閃工場

地元のY，［1の　嬬た．「¶胎頭が白くな娘川畔日・テルパークにおい・臼月301：1小原ニー《化4）白営・」源藤FKK
ったなあ寸Lオー君とは30イ1・ぶりたろう」　ノF後2川より会員14名が川席し，木会よ　堀　　TE文（化　7）岩乎県丁業指縛｝リ1

そん／・会。nかかわされている問に繊初り野・短1三齢眠して開催された。　］縁久之助（蚕別2）猫蚕匝KK
の1匹を釣りLげたのは久弓1、り地元のM　　よず川久保支会長より数イDk不活発な岐　及川　英1イ1（学～馴）岩丁思蚕業試験場

イ1「どう刷釣りてソ、きいθ）ばかりをや阜支会剛する反省と今働1佃こして円西尾茶争蝋軸6）岩丁閣状学

蒜；’；；蒜㍑孟1；㌫：が角恥『ぽ霊麗誌曙嵩；購箏鷲捗濃；灘謬；；㌫叢｛懸譲兇る

　脚、・1れo）｛11川Olj3011午後11川｜オ、シ　と＞o・出来るかにっき挨拶かあり，rノ・いて　　更埴支会総会に出席して

1藷灘羅難藁き量轡挫撒轍璽竃難羊撚櫻

㍑鐵識↑㌶灌ご㍑㍑；　　函1サ支摩一北　1㍑・1麗1懸呂；漂2㌶筆；

1曇灘嶽竃蕪磁ii灘i巖議i

盤久？毯の醐を酬すると云う　　　佐藤崇㈱20）して総会酬いた鰍』齢あり，支瓠
欲張・た御祈祷を願い陥諦｝1飾剛　　幹事繊＿亮（蚕17）名簿，支醐約，会二は雛Ell綱によ
『露芸蕊竃鑓；㌫纏欝1‖　　　　‡‖金二劉霧㍊゜；蒜懸齢鑓魏響蒜蕊㌶ぽ

物故の恩師・旧友の顔が目前に彷彿する　　　北奥支会総会だより　　　入学志願者がベピープ＿ムを反影して各

ホ・』し培員の顔々’‘’・　　　｜月15田ヒ殿会総会灘剛了で開nじ’翔とも1ぽ1．028名，i』曳織学科も5
第訟賜は素1肌い温泉繍・素襯こされた・北殿会蹄森・岩乎・秋「肥倍率てあると近況齢があった．自己紹
なると青年時代の童顔そのものが出る。　県にわたる広範囲な地域に在甘勤務の会　介が初められ支会員名簿によって何頁の

群馬県から2人のホステスを連行したS　員組織だけに今回は岩手県在住会員12名　といった調子に職場ての活躍状況の披露
君は某製糸会社社長今年はあてたらしい　が川席した。岩乎県20名のうち60％の出　があった。

地元のM沼の昔ながらの粋人振り，30何　席率は良い方であった。和問敦北奥支会　　かくて一同」）乞杯によって宴が初めら礼

年もお役人をした聞の珍芸・製図を：ll仁・石塚跡事から本部絵の模手瓢告た．宮入支鎮か固語乎のものの酒を
きながら覚えた信州の唄小等々。牢業以　があった。蚕糸教育の改滋問題＾亨話がは　のみつぎて耳、悪酔いしない薬を一同にサ

来30余年世の荒波を乗り越えて来た人々　づみ盛会であった学部の発展と千曲会の　一ビス，そのためか徳利は次々とはこ｝ボ

にとってこの夜の集いの実に素晴しいご　隆昌を期待し散会した。　　　　　　　れるが，じきに軽くなるといった工合。

とよとつくづく感じ夜の匝けるのも忘れ　　本部に会費と北奥支会員名簿を送った　歓談が己一ぱいに続いているうちに湯原
楽しい一夜であった。　　（小林運美n己）　出席者は次のとおりである。　　（堀ロ己）　謹さんの芙声謡が披露され，千曲会更埴

顎＝向って右から宮坂薪雄・由井千和田　敦（蚕18）岩手児庁融課E姪の万才を金野厳髄岐鉄のおんど
潮小林運美・黒沢袈裟彦・杉山一眠石塚　亮（蚕21）岩手県版糸課　によって唱和，醜支会オ絵は盛会把こ
笠島企治郎。　（馬場長市撮影）　　　　　千葉　豊蔵（蚕　29）岩手県花巻農業高　再会を約して終了した。　　　（白井記）



　　（6）砿．160（囲綱蹴月鳩日卿禰邸硬物直可）千曲会報　 昭和41年3月1日

　　　本会記事　　母椎ユース　擶懸認，㌫鷲灘；；

事務聴，蹴愉一ドソンKX聯搬　　　　　（2酬1・IW腓繊ている・・

籠禦㌫㌶㌫…竃㌶：；9二1：；聯i｛i｛磯　rヘへ鷲鑑合し㌻≧ふl

蒜當鵠緩饗塁；麟ξ格発警當2躍㌶議議　　｛3藁籠㌶；；識・。　i
33才の若さで死去されました。今後の活　　繊維を中心とした高分子にっいての古　《4．会費通算40回納入会員砕よ会費免除さミ

撚難懸｝騰環；灘懲難難／藁鰻撰撒竃

信大教科書

自然科学書

　　　　工学書協会特約店

　　　株式会砿西沢書店
　　　上田原町↑EL②0024 　…



＿＿竺竺年3月1日　 千曲会報磯魏鑑易1闘）鵡．160m

　　　　　　　　　　　　　恩鴫麟曝麟慶祝の挙

　　三雑関係靴　　　　　　　　　　　　」，1・肺畑1，∫253燃
　　謹啓鍋：いよいよ御｝；i栄のことお喜び叩し」、刑三つ一。　　　　　　1牌6川・憤鋤酬苛後約半年入院｛購
辻さて御三人の姓には母校粛IJ立の初川にご赴任」疎40勾澗に　　．，　　され・小康を得て肝1’陪・醗中
わた破いご剛中批育と研究にご非随され，御、澗先生　佐藤利一先とい∬胎2咋9川5眺
　方のこ燕陶とL教導を受｝：ナた者の多いことは叩すまでも～セ）り　　　　　　　　　　　　大正5年11月赴任・昭和31年3月〕」±職，

　ません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．上田市赤‖’屋町3553在fE

・驚蹴獣㌫煕i》麟≧；、麟　　　罐冨；i罐灘耀ξ㌫
　一L田に定住され・本年80才の長寿を迎えられましたので，三　　　　　　　　　　　　れる“

ケ弩酬耀≧；㌫讐瓢㌫鷲㌶㌻1醐の禦起人に㌧下さい．

竃欝灘騰懸ii灘㌶1議轍裟！；：農1＿宛
　ご協力を賜わりますようお願い｝1』し」：げます，，　　　敬具　　　　　　　　　　　（振替長野6243・策〕｝｛43341ご利用下さい）

繋＝麟月9，，，，　　　i灘鶯綴驚］1
　　　　　　　　　メζ了E84三12月走と任i，　llr｛不n26q…3月三旦｝戯，　　　　　　　　　　　ll召矛｜｜41《1三3月1　日

　　　　　　　　　上閏市上常m333　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発　起　人

．嶋一
リ沫?�F∴lll　　灘；i擁欝i　ll曇

）～ヘハ’ハ・（・へ・ヘハ・’～ヘノ’・’～∧・’～ヘハ・’～へ’へ’～ノ～’…へ・へ∧．（．へ，’・．ハ．⌒ン～ヘハ．ハ．へ．へ〆∨．∨．∨

　　　東信高等学校理化学研究会が　　　　　　　カイコおける各種障出に対“」’る　ll乍イ旧Ulにとりこわしを聞始し，柳患紐

京㌶灘鑑洲会が2紡絨工懸騨‡禦　㌶罐f耀㌶蕊
膿輪蹴㌫㌶・璽議゜イン酬髄に；繊搬㌫腰㌶亘1；
・「繊合靴働将来」について言繊さ　繊維墜化淫攻酎ト跨　　蹴研頒宝ではなるカ‘灘研究瓢

㌶欝剛噸嚥な　蔑慧嬬慧子踏物の合li：li嬬㍊鑑鷲臓
　牌離士学位搬の公聴会の開催　　次期学部長に柳沢鰯搬馴　　　千曲会費完納者

，是欝麟罐麟籔㌶ll鰻縫竃翼欝曇翻ξ縫i竃ll警藁勢灘

　繊繊鞠攻石聴雄　　　瞭る朝1日から2力年である・　　（蹴澗
同萎V欝綱　50慧鷲R翼驚蕊は，　襟麟綴馴

蹴艦齢，
’

　　　　　　竃潟》針

畏野県小県郡塩田町

オルガン針株式会社
　　　．　　　　TEL塩田650
　　社　長　増　島　芳　ii庭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

　　　特許麓鷺麓商標　1

浜　特許事務所
　　　　　　　東京都港区新橋1の15の4

　　　　　　　堤第一ピル4階
　　　　　　　東　旙〔　（591）　0764・0765

　　　　　　㌶‡‡猪香之；｝

　　　　　　甜銭福島鋼治郎　1



⑧　描．160　（畷翻8簿6月18日鯨鋼邸便物蹴可）　千　　　曲　　　会　　　報　　　　　　　昭和41年3月1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中川　　jl三紡　15愛知　勤ll∫のとおり（住）名ll措iT｝i

　　　　　会　員　動　静　　　　　　　　　蝋ロ酬岨川1馴肱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舎B3
尾膝省三蚕10愛知金城弓皇院大！1縁政糊1（名古　　」屋　勉紡15群阻ゴ揃のとおり（n…）前橋市｝・1
　　　　　　　　　　　　　贋…市守山区大森）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1！f町1－12…5

宮沢勇茶｜鎌京獅医化弓・泥醐日棚　東」聞6紡20徳品期；・三ンKK争6亘些紡
　　　　　　　　　　　　　田谷区2の1296）（住）東］；〔　　　　　　　　、績部（徳島県：化島町刊房）　場
　　　　　　　　　　　　　都ll〔閏谷区梅丘2－23－37　　長谷川浩三紡28香　川　丸亀YI」塩慌lll∫901倉端陀
・プミ熊康代　蚕13群頂1｝順電気商会　（前橋市IHI輪　　　lll村　智31C　紡　28　愛　知　♂力前のとおり　（｛：1三）江南市火

　　　　　　　　　　　　　町）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　字山尻名鉄江丁口住宅160号

鈴木彦佐蚕26兵庫兵庫蚕積KK業］劣部長（兵庫　　水！　f三i梛学紡1愛知川島三繊KK（尾酬ゼ釆下
　　　　　　　　　　　　　県養父郡八麗IH∫1857　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沼13）
宮下久吉蚕35熊本農林省九少1腓政局構造改蕊部　　浜川和1り学｝防101U陽蜥ll∫のと1｝．由（住戊岡1」耐｝｛1｛
　　　　　　　　　　　　　］掠iり｛エal＞｜6果」ξ　（∫1艮フ1こili：二¢））IL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，1硫380¢）1f↑レガll「｜］～1：三t…420・5｝）　　司

　　　　　　　　　　　　　1【IT2（z）3　（住）　n日フ1くil∫日《lll『4の　　　　　ク＼f呆111カlli：’三　　ど；≒簸】」13　　’越　　仏…　jl’‘㌃ノ、ドソこ〆KK：ノ」、≡：r省1：場

　　　　　　　　　　　　　11こCC3（ハ2　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　（ノト千そ｝｝］1∫り（il｜lr860）

山舟1　蹄蚕37愛クlll株武斜1：・髄名Yl殿tl：儲　菊川　武靴3〕！£｛i剃〔洋レー聾KK大劇f伽i：
　　　　　　　　　　　　　古屋’巾中区南戊く字1靴田∫2－1）　　　　　　　　　　　　　　～k洞測！部（二九阪市北1刈1之
横山十三雄　学繊10　’欝．城　勤前のとおり（企i三）宮城県：i三［　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥3rl：D

　　　　　　　　　　　　　理那1、Ll三1じ1町llll｛∫・寧山下55　　　　古宏　以ミニ　学化3　愛　知　｛｝11i井繊維名」賄1二場（住）破

土羅　光男　学繊田東京　国土計nliiKK　綴胱部憎業課　　　　　　　　　　　　　　息市丁ツ臼237　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　（東京都渋谷区神宮前5丁「｛　　島川　刃1芙　学化6　近　畿　ll本1ヒ薬KK大1坂支店（人阪
　　　　　　　　　　　　　35－－1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　η∫りi腿：JL：1町r　2〔ノ」55（3矛llビノレ）

倉田勇太郎　学繊13　石　川　η〔洋サイジングKK硫i川］：場　　　　　　　　　　　　　　　　（f・1三）尼1115予市塚111字展己859Fl

　　　　　　　　　　　　　　（石川銀羽昨郡担｜水川丁）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化社宅

金野　巌保　糸　12　班　埴　勤1刊のとおり（住）篠ノ井市　　　白井　矛11彦　学化10東　京　lii『越化学エ業KK本社lik索1釘

　　　　　　　　　　　　　布施m五明1667の6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脂部（東京都千代田区丸の内
手塚　政吾　糸　13安　筑長野児西筑｝！拘lil日義村宮の越　　　　　　　　　　　　　　　　1の2）（住）莱京都ll理f区司

角m　勝郎　糸　20旅京　三菱レーヨンKK取締役（東　　　　　　　　　　　　　　　城山町61和楽荘
　　　　　　　　　　　　　京都中央区京橋2－8　　　　　　太［】．1雅昭　学化10　裳　知　三井物産KK名古屋支店繊維
商田　正気　糸　25　近　畿　勤前のとおり（付三）大阪府府　　　・　　　　　　　　　　　　部製品課（名古屋市中村区笹
　　　　　　　　　　　　　r｝コ田∫6－3－24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5U町1－222－2（豊E日ビノレ）

塚田　和麿　糸　25　東　京　勤前のとおり（仕）猟京都北　　　il馴寸　竜一　機　1　愛　知　敷島紡績KK江南工場（愛知

　　　　　　　　　　　　　多摩郡久留米町爾沢793　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県江南市松竹上野56）

小山　清一　糸　36凍　京　勤前のとおり（住）東京都太　　　商島　俊夫　機　1　神奈川　東洋化学KK大船工場工作課
　　　　　　　　　　　　　田区蒲田本町2の9の25　　　　　　　　　　　　←　　　（住）鎌倉市山崎525東洋化1ξ．ぷ

小林　仔治　糸　36高　水　ll｛｛栄製糸KK（長野児須坂市　　　　　　　　　　　　　　　眉雲寮

　　　　　　　　　　　　　燭場町1677）　　　　　　　　　　浅沼　　紘　機　1　越　佐　株式会社津上製作所（新潟；1輩

峰付　　稔　学糸1　東　京　勤前のとおり（住）東京都北　　・　　　　　　　　　　　　　長岡市）　（偶三）長岡市東新5

　　　　　　　　　　　　　区赤羽台住宅公団27の102　　　　　　　　　　　　　　　　　丁目867津上新町寮
山崎裟袈信　学糸2　福　島　昭栄製糸KK福島工場（描島　　加藤　　尚　機　1　諏　訪　ヲロ国ピストンリングKK

　　　　　　　　　　　　　市太田町）（住）福島市太田　　　　　　　　　　　　　　　　（住）岡谷市田巾町2の1の
　　　　　　　　　　　　　間丁13¢）4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12」こ予兵寮7一号室　　　　　　　　　　　マ

坂本　政雄　紡　7　愛　知　名古屋市北区田幡nl丁2の129　　恩田　右昭　蚕　専　群　馬　群馬県庁跳政部蚕糸課（住）
丸山　力蔵　紡　刊　神奈川　横浜繊維製品検査所長（横浜　　　　　　　　　　　　　　　　　群馬県山田郡大間々町1184

　　　　　　　　　　　　　市中区lll下町205－3　　　　　　矢野　知彦　蚕別6　東　京　東京都都板橋区新川岸町118

綜合建設工事一式

士木建築アスファルト舗装
　　　　　　　　　　　　　　　設計施工

上下水道衛生設備工事

長野県上田市大宇常入682

株式銑宮下組
TEL（上田）②0271．2071．4034

　　　　　　　編　集　室　よ　り

　本月号は有機合成化学の展望を北条先生に，自動制1旧1の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4概念について村上先生からご寄稿を得て，内容の豊富につ
とめた。母校紡織工学科実験研究崇が堂々たる偉容で3月
竣工する，つづいて養蚕研究室の移改築工専1：，高分子工業

研究所増築等一連の研究蜜が完成する。やがて研究室から
多くの成果があがることを期待する。3月は，卒論発表，
卒業式，入学試験等の行事があって学園は多忙である。本
会は3月卒業予定の新入会員を迎えて歓迎会を各学科別に

本部役員出席開催される。　　．　　　　　　　　　⑱
　　編集委員　小林　旬一，竹田　　寛，石川　　博
　　松沢　秀二，武井　隆三，金井　　清，一之瀬匡興
　　小笠原真二，篠原　房江，白井　要範


